
 

 

                 R６ 流山市立おおたかの森中学校 

 

 １１月７日は「立冬」。そろそろ冬支度を始める時期ですね。寒くなってくると

特に水を使う手洗いや歯磨きなどは、早く終わらせようといつもよりいい加減に

なってしまいがちです。しかし、そういう時こそ意識して、ていねいに出来ると

いいですね。 

 

 

感染症対策をしよう 

 

  今年もかぜ、インフルエンザ、新型コロナウイルスなどの病原菌が活発になる季節が

やってきました。流山市内でも、様々な感染症で学級閉鎖している学校もあります。感染

症対策の基本として、手洗いうがい、換気を心がけましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ウイルスの多くは湿気が苦手なので、加湿も大切です。 

１０月末に各教室に加湿器を配付しました。 

要注意!歯の気圧痛 

 

気圧が低いと頭痛がする、という人がいます。もし、同じシチュエーションで歯が痛く

なる、という人がいたら要注意。 

なぜ、痛くなるのでしょうか？むし歯で歯の表面に穴が開き、神経がある層（歯髄） 

に空気が入り込みやすくなった状態だと、気圧の変化によって歯の神経に圧力がか 

かり痛みが出ることがあります。つまり、歯の気圧痛はむし歯のサインかもしれないの 

です。 

気圧が元に戻ると痛みもなくなりますが、放置してはいけません。 

  気圧痛は天気が悪いとき、飛行機に乗ったとき、高層階のエレベーターに乗ったと 

き、乗り物で長いトンネルを通る時などに起きやすいです。 

 

痛みが出たら、早めに歯医者さんへ行きましょう。 

 

歯科検診の結果、治療勧告を配付した人は１１１人（全体の１９．９%）いました。 

現在、病院に行った人は３１人（治療率２７．９%）です。 

治療に行った人は、治療報告書を提出してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※参考：（株）日本学校保健研修社発行 月刊誌「健」２０２４年１１月号 

 

今月の保健目標 

歯周疾患を 

予防しよう 


